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近
世
後
期
上
方
語
資
料
と
し
て
の
上
方
板
洒
落
本
類

矢

野

準

国

語
史

研
究

の
立
場

か

ら

み
る
と
、

近
世

後
期

の
言
語
資

料

と
し

て
取

り
上

げ
ら

れ

て
き

た
も

の
は
、
数

種

の
研
究

を
別

に
す

れ

ば
、
主

に

江
戸

語
資

料

で
あ

っ
た
。

近

世
後

期
以

外

の
時

期

に

つ

い
て

の
国

語
史

研
究

に

一
貫

し

て
上
方
語

資
料

が
利

用
さ

れ
て
き

た
事

か
ら
す

れ

ば
、
近

世
後

期

に

つ
い
て
も
上
方

語
資

料

に
よ

る
研
究

が
、
国

語
史

の
流

れ

の
上

か
ら

は

望

ま
れ
る

の
で
あ

る
。

そ

こ

で
近

世
後

期
上

方
語
資

料

と
し

て
、
比
較

的

量
も

あ
り

一
般
的

な

、
上
方

板
洒
本

類

を
取

り
上
げ

て

は
ど
う

か

と
考

え

る

の

で
あ

る
。

こ
れ

ま

で
に
も
近

世
後

期
上

方
語
資

料

と
し

て
上

方
板

洒

落
本

が
利

用
さ

れ
た

こ
と

は
あ

る
が

、
そ

の
場
合
も

「
会
話

が
多

く
発

話

者

が
は

っ
き
り
し

て

い
る
」

と

い

っ
た
程
度

の
理
由

で
用

い
ら

れ
る

こ
と

が
普

通

で
、
言
語

資
料

と

し

て
の
価
値

判
定

、

つ
ま

り
洒
落

本
類

の
会

話

の
文
が
そ

の
当
時

の
口
頭
語

を
忠

実

に
反
映

と

て

い
る

の
か
ど
う

か

と

い

う

点

に

つ
い
て

の
判
断

、
見
方
を
か
え
れ
ば
洒

落
本
類

の
言
語

現
象

の
研
究

は

洒
落
本

語

の
研
究

で
あ

り
上
方

語

の
そ
れ

と
は
異

な

る
も

の
で
は
な

い

か

と

い
う

疑
問

に
対
す

る
解

答

、
が
な

さ
れ

る

こ
と
は

ほ
と
ん

ど
な

か

っ

た
様

に
思

わ

れ
る
。

そ

こ
で
今

回
は
、

上
方

板
洒

落
本
類

の
中

か

ら
、
会

話

文

の
多

少

を
選
択

の
基

準
と

し

て
会

話
文
中

心

の
作

品
二

十
余

種
を
取

り
あ

げ

て
、

そ
れ

ら

の
資

料
価
値

を
、

内
部
徴

証

に
よ

っ
て
個

々

の
作

品

の
性
格

を
把
握

し

そ
れ

と
平

行

し

て
内

部
徴

証

と
現
代

近
畿
方

言

と

の
関

り

の
度

合
を

し
る

と

い
う

二
方
向

か

ら
、
考

え
る

こ
と
に
し

た
。

==

 

以
下

、

こ

こ
で
使

用
す

る
上
方

板
洒

落
本

類
を

具
体

的

に
記
す
。

「
会

話
文
中

心

の
作
品

」

と

い
う
選

択
基

準

か
ら
次

の
如

き
四

種
類

の

作

品

は
除
外

し
た
。

①

全

文

が
漢
文
体

で
記

さ
れ

た
作

品

(例

「
本

草
妓

要
」

な

ど
)

②

所

謂
会
話

文

が
全
く

認

め
ら
れ

ぬ
作

品

(
例

「
百

花
評

林
」

・

「
瓢

金

窟
」

な

ど
)

③

地

の
文

に
比
較

し

て
、
会

話

文
が
極

端

に
少
な
く

言
語

現
象

の
握

み

に
く

い
作
品

(
例

「
浪
花
色

八

卦
」

・

「
戯

言
浮

世
瓢
箪

」

な

ど
)

④
舞

台
や
時

代

が
、
近

世

の
上
方

と
は

か
け
離

れ

、
明

ら
か

に
擬
古

文

で
記
さ

れ

て

い
る
作

品

(
例

「
針

の
供

養
」

・

「
建
嚢

余
話

」
な

ど

)
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以
上

の
如
き

作
品

を
除

き
、

一
見
し

た

と

こ
ろ

で
は
会

話
文
中

心

の
作

品

と
思

わ
れ

る
次

の
二
十
余

種

を
取
り

扱
う
。

猶

、
各

作

品
名

の
末
尾

に
以

下

で
用

い
る
略
号

を
示
し

た
。

〔
〕

は
大
坂

板

で
あ
る

こ
と
を
、

〈
〉

は

京

都

板

で
あ

る

こ
と
を

示
す
略

号

で
あ

る
。

(

)
内

は
調
査

に
用

い
た
翻

(
4

)

字

本

で
あ
り

、

「
板
」

は
参

照
し

た
原
板
本

を

示
す

。

大

坂
板

①
清
神

秘
録

宝
暦
六
年

②
月

花
余
情

③
陽

台
遺

編

④
姐
閣

秘
言

盟

合
本

⑤
新
月

花
余

情
宝
暦
七
年

⑥
聖
遊
廓

宝
暦
七
年

⑦

短
華
蕊

葉

⑧
北
華

通
情

⑨
辞

の
筋
書

寛
政
六
年

⑩

十

界
和
尚

寛
政
十
年

oD
南
遊
記

覗
解

籠
辞

⑰
色

深
狭
睡

夢

㈲
北

川
蜆
殼

oの
郭
中

奇
諌

刊
年
未
詳

京
都

板

①

原
柳

巷
花

語
宝
暦
年
間

②

風

流
裸

人
形
安
永
七
年

③

う

か
れ
草

紙
寛
政
九
年

④

阿

蘭
陀
鏡

宝
暦
八
年
以
前

嶋
の
内
が
舞
台

宝
暦
七
年
以
前

嶋
の
内
が
鐘
台

天
明
六
年

新
崖
敷
舞
台

寛
政
六
年

曽
帳
崎
舞
台

文
政
九
年

嶋
の
内
舞
台

文
政
十
年

讐

地
舞
台

寛
政
十
年

嶋
原
が
舞
台

(続
燕
石
十
種
二
〉

(晒
落
本
大
系

一
)

(

同

右

)

(

同

右

〉

(
漬
落
本
大
系

一
)

」
酒
落
本
大
系
占ハ
)

」徳
川
文
芸
頬
聚
五
)

(
晒
落
本
大
系
七
〉哺

(
酒
落
本
大
系
入
)

(酒
落
本
大
系
九
)

(
日
本
名
著
全
集
溺
落
本
集
)

(未
刊
江
戸
文
学
十
二
)

(古
典
文
庫
初
期
渣
落
本
集
)

(
酒
蒋
本
大
系
二
)

(
酒
落
本
大
系
八
)

(
酒
落
本
大
系
八
〉

板
大
板
東
板
東
板
野

板

大
板
阪

板
阪

板
阪
板
大

〔清

〕

〔
月

〕

〔陽

〕

戸姐

〕

〔新

月
〕

〔
聖

〕

〔
短

〕

〔
通

〕

〔
筋

〕

〔
十

〕

〔
南

〕

〔
色

〕

〔
蜆

〕

〔奇

上
方
〕

〈
原

〉

〈
風

〉

〈
・つ
〉

板

阪

〈
阿

v

⑤

身
体

山
吹

色
寛
政
+
一年

⑥

當
世

嘘

の
川

文
化
元
年

⑦

篇
潜

妻

文
化
四
年
(6
)

⑧

當

世
廓
中

掃
除

文
化
四
年

⑨

箱

ま
く

ら
麟

鐸

台

(晒
落
本
大
系
八
)

」
酒
落
本
大
系
十
二
〉

(酒
落
本
大
系
十
二
)

板

阪

」西
日
本
国
語
国
文
学
会
翻
刻
双
書
上
方
洒
落
本
集
)

(
日
本
名
著
全
集
洒
落
本
集
〉

板

中

身

〉

嘘
〉
妻

〉

掃

〉

箱

〉

以
上

二

十
余
種

の
作

品
か

ら

一
で
述

べ
た
如

く
、
作

品

の
内
部

徴
証

と

現
代
近

畿
方

言

の
使
用

状
況

と

の
関

連

・
作

品
毎

の
性
格
を

明

ら
か

に
す

る

こ
と

で
近
世
後

期
上

方
語
資

料

と
し

て
の
上
方

板

洒
落
本

の
資

料
価
値

を
考

え
る
。

結
論

を
先

に
述

べ
れ

ば
次

の
様

に
な
ろ
う

。

二
①
次

の
②

で
述

べ
る
如
き

特
殊

な
例
外

を
除

け

ば
、

こ

こ
で
取
扱

っ

た
上
方

板

洒
落
本

は
概

ね
当
時

の
上
方

語

を
忠
実

に
反
映
し

て

い
る
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

理

由

は
、
言
語

現
象

の
傾
向

が

、

ご
く
自
然

に
現

代
近
畿

方
言

と
関

連

づ
け

ら

れ
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

二
②

大

坂
板

の
洒

落
本

に
比
し

て
京
都

板

の
そ

れ

に
、

近
世

後
期

上

方
語

資
料

と
し

て
用

い
る

に
注
意

を

必
要

と
す

る
作

品
が
多

い
。

京
都
板

で

は
例

ば

〈
う
〉

に

江
戸
板

洒
落
本

的
な

面
が
認

め

ら
れ

る
点
、

〈
身

〉

〈
掃

〉

は
刊
行
年

代
当

時
よ

り
古

い
時

期

の
文
章

が

用

い
ら

れ

て

い
る
ら

し

い
点
な

ど
注
意

を
要
す

る

が
、
大
坂

板

で
は

〔
聖

〕

に
少

し
注
意

を
必

(
8

)

要

と
す

る
点

が
存

す

と

い

っ
た
程
度

で
あ

る
。

二
③

「
郭
中

奇
諌

」
上
方

板

の
成

立
期

は

、
内
部

徴
証

の
上

か
ら

は

宝
暦

明
和

の
頃

で
は
な

い
か
と
思
わ

れ
る
。

こ
れ
が

、
宝
暦

の
も

の
と
す

れ

ば
、
注

5

で
示
し

た

「
郭
中

奇
諌

」
江

戸
板

(
明
和

六
年

刊

)

(
以
下

「
奇
江
戸
」
と
略
記

)
の
改
窺
説

は
誤

り
と

な
る
。

い
ず

れ

に
せ
よ

「奇
江
戸
」

の
成

立

と
近

い
頃

に
成

っ
た

と
考
え

ら
れ

る
。
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三

こ
こ
で
は
二
①
の
上
方
板
洒
落
本
と
近
畿
方
言
と
の
関
連
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
以
下
三
点
を
中
心
に
し
て
述
べ
て
行
く
。

三
①
二
段
活
用
動
詞
の

一
段
化
傾
向

三
②
サ
行
四
段

(五
段
)
活
用
動
詞
の
イ
音
便
衰
退
傾
向

(
9

〉

三
③

敬

語
辞

の
使

用
頻
度

の
高

低

三
①

1
国

語
史

的

に
見

て
も
近

世
前
期

に
於

て

二
段
活

用
動

詞

の

一
段

化

は
起

り

つ
つ
あ

っ
た
が
、

上
方

板
洒
落

本

に
於

て
も
当
然

の
こ
と
な

が

ら
そ

の
傾
向

が
認

め
ら

れ

る

(
六

の
表

を
参

照

)。

三
①

2
近
畿
方

言

で

の
二
段
活

用
動

詞

の
分
布
状

況

は
、
和
歌

山
県

中

部

・
奈

良
県

南
端

に
残

存
す

る
程
度

で
、
時

と
し

て
大
阪
市

内

で
老

人

に

認

め
ら
れ

る
程
度

で
あ

り

一
段
化

の
傾
向

が
顕

著

で
あ

る
。

①

の
傾
向

が
進

み
②

の
如

く
近

畿
中

央

で
ほ
と

ん
ど
認

め
ら

れ
ぬ
状

況

に
至

っ
た

と
考

え
て
自

然

で
あ

る
。

三
②

ー
サ
行

四
段
動

詞

の
イ
音

便
形

は
取

り
上
げ

た
範

囲

で
は
、
次

の

四
例

に
す

ぎ
な

か

っ
た
。

(
傍
点

は
筆
者

に
よ
る

)

a
圏

ど
れ

一
ツ
の
も

ふ
か
。

そ
り

や
く

め
さ

い
た
ぞ

(
〔月
〕
話
し
手
は
客
。
聞
き
手
は
中
居
。
以
下
客
-
中
居
の
如
く
記
す
〉

b
籾
防
ア
も

一
別

以
来
出

ぬ
な

み

た
ア
を

(乱
忙
旋
雛
ん
こ
た
ん

と
な

が

い

・

(12
)

た

(
〔阿
〕

奥
州
説
の
田
舎
侍
i
引
舟

)

ま
ん

よ
め

り
く

ハ
ん

も
ん

つ

か
ん
ざ
し

、

、

、
ゐ

c
万

し

う

あ

の
嫁

ミ

や

し

や

れ

杏

冠

の
紋

の
付

い
た

笄

を

さ

い

て
居

る

虫
癖

撫

蜘
蹴

羅
蟹

兵
衛
さ
ん
き
げ
ん
蓉

窟
諦
解

で

 やら
ん

せ

い

の

ふ

(
〔妻
〕

魚
屋
「
江
戸
者
。
但
し
歌
舞
伎
調
)

以
上

の
点

か
ら
考

え

る
と
サ

行
四
段

活

用
動
詞

の
イ
音
便

は
衰
退

し

て

い
た
と

考
え

ら
れ

る
。

三
②

2

サ

行

五

段

活

用

動

詞

イ

音

便

は

、
現

在

の
近

畿

で

は

、
伊

勢

・
志

摩

・
奥

丹
後

・
河
内

・
和

泉

・
淡
路

・
和
歌

山
県

・
奈
良

県

な
ど

の

各

地

に
認

め
ら
れ

る
が

、

こ
れ
ら

の
地
域

に
あ

っ
て
も

サ
行

五
段
活

用
動

詞
全

て
に
法

則
的

に
認

め
ら

れ
る

の
で
は
な

く

「
差
す

」
等

の
特
定

な
数

語

に
限

っ
て

の
現
象

で
み
肥

、

地
域
毎

の
特

殊
語

に
残

存
す

る

に
す

ぎ

な

い
。
こ
の

こ
と
も
上

方
板
洒

落
本
(
こ
れ
以

後
は

洒
落
本

と

い
う

こ
と
で
上
方

板

を
表

わ
す

)
と

近
畿
方

言

と

の
自

然
な
関

連

と
し

て
認

め
ら

れ
る
。

三
③

敬

語
辞

に

つ
い
て
は
、
以

下

に
示
す
数

点

に

つ

い
て
考

え

る
。

三
③

1

「
シ
ヤ

ル
系
」

の
用

法

三
③

2

「
動
詞
未

然
形

+

ン
ス
」
系

の
用
法

三
③

3

「
ナ

ン
ス
系
」

の
用
法

三
③

4

「
動
詞

連
用
形

再
活

用
」

の
用
法

三
③

5

「
動
詞

連
用
形

(
含
音

便

形

)
+
テ

+
指
定

辞
」

の
用
法

三
③

6

「
ナ
サ

ル
系
」

の
用
法

こ
の
点
も

詳
細

に
述

べ
る

と
、

四
で

扱
う
二
②
③

の
問
題
の
各
洒
落
本

の

性

格
判

定

に
関

る

こ
と

に
な

る

の
で
洒
落
本

類

の
傾
向

と

い
う

観

点
か

ら

大

ざ

っ
ぱ

に
述

べ
る

こ
と
と
す

る
。

三

③

14

「
シ
ヤ

ル
」
系

と
し

て
掲

げ
た

用
法

と
は

、
所

謂
辞

と
し

て

の

「
シ

ヤ

ル
」
(
相
補

分
布

を
示
す

「
サ

シ

ヤ

ル
」
を

含

む

)
と
自
立

語

の

「

シ

ヤ

ル
」

を
意
味
す

る

(
以

下

〔
シ
ヤ

ル
〕

と
略
記

)。
こ
の

〔
シ
ヤ

ル
〕

は
洒
落

本
類

で
は
使
用

頻
度

が
低
く
時

代

が
下

る

に
従

っ
て
そ

の
傾
向

が

著
し
く

な

っ
て

い
る
。
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三

③

日

〔
シ
ヤ

ル
〕

を
近

畿
方

言

で
見

る
と
　

の
傾
向

が
も

っ
と
著

し
く

な

っ
た
か

の
如
く

、
近
畿

中

心
部

で
は
認

め
ら

れ
ず
、

伊
勢

.
志
痺
亙
)伊

賀

・
滋
賀
県

の

一
部

の
近
畿

周
辺
部

に
少
数
認

め
ら

れ
る

に
す

ぎ

な

い
。

三
③

24

「動

詞
未

然
形

+

ン

ス
」
系

と

し

て
掲

げ

た
も

の
は
、
辞

と
し

て

の

「
ン
ス
い
16
)(相

補
分

布
を

示
す

「
サ

ン
ス
」

・

「
ヤ

ン

ス
」
を

含

む
)

と
自

立
語

の

「
サ

ン

ス
」

・

「
ゴ

ン

ス
」

と
を
意
味
す

る

(
以

下
〔
ン
ス
)

と
略
記

)。

〔
ン
ス
〕

も
酒

落
本
類

に
あ

っ
て
は

〔
シ

ヤ

ル
)
同
様

、

使
用

頻
度

は
低

く
時

代

が
下

る
に
従

い
そ

の
傾
向

が
著

し
く

な

っ
て

い
る
。

三
③

"
近
畿
方

言

に
あ

っ
て
も

〔
シ
ヤ

ル
〕
と
同
様

の
傾
向

が
認
め

ら
れ
、

近

畿
中

央
部

に
は

〔
ン

ス
〕

の
用
法

は
認

め
ら

れ
ず

、
近
畿

周
辺
部

(
三

重

県
伊

勢
地

方

・
滋
賀

県
湖
北

湖
西

.
福
井

県

.
奈
良
県

山

辺
郡

)
に
分

布
す

る
と

い
う

状

況

で
あ

っ
た
。

三
③

34

「
ナ

ン

ス
」
系

と
し

て
掲

げ

た
も

の
は
、
辞

と
し

て

の
「
ナ

ン
ス
し

と
自

立
語

の

「
ナ

ン

ス
」

と
を
意

味
す

る

(
以
下

」
ナ

ン
ス
〕

と
略
記

)。

こ
の

〔
ナ

ン
ス
〕
(駆

洒
落
本

類

で
は

、
近
世

後
期

の
初

め
頃

の
作
品

に
、

遊

里
関
係

の
人
物

の
用
例

が
認

め
ら

れ
る

の
み
で
他

に
は
認

め
ら

れ
な

い

特

殊
な

用
法

で
あ

っ
た
。

三

③

劉
そ

の
点

か

ら
考

え
ら

れ
る

ご
と
く

、
現
在

で
は

一
般

に
は
全
く

認

め
ら
れ

な

い
用
法

で
あ

る
。

三
③

伺

「
動
詞
連

用
形

再
活

用
」

と
し

て
掲

げ
た

用
法

と

は
、
連

用
形

に

語
尾

変
化

を
為

さ
し

め

て
各

活
用

形

の
働
き

を
持

た
せ
た

が
如
き

用
法
を

意
味

す

る
。

例

え
る
な

ら
動

詞

「
行
く

」

か
ら
、

「
行
き

ン
」

(未

然
形

)

「
行

き

タ
」

(
連
用
形

)

「
行
き

る
」

(
終
止
連
体

形

)

「
行
き

れ

バ
」

(
己

然
形

)

の
如

き
形

を

と
る

用
法

の

こ
と
で
あ

る

(
以

下

〔
一
段
化

〕

と
略

記

)。
こ
れ

に

つ

い
て
は
、
連

用
形

に
よ

る
命
令

表
現

(例

「行

き
」

)

を

〔
一
段

化
〕

の
命

令
形

と
す

る
考
え

も
煽

を

が
、

こ
こ

で
は

一
往

除
外

し

て
考

え
る
。

洒
落

本
類

で

み
る
と

、
時
代

が
下

る

に
従

い
勢

力

が
伸

び

た

か

の
如
き

傾
向

を
示
す

が
、

そ

の
使

用
者

の
位

相

は
大
部
分

遊

里
関
係

の
女
性

で
あ

り
、
社

会

一
般

に
は
そ

れ

ほ
ど
勢
力

を
伸

ば
し

て

い
る
と

は

思

わ

れ
な

い
。

三
③
娚

近
畿

方
言

で
は
京
阪

(
口
丹

後
な

ど

)
に
若
干

認

め
ら

れ
る

に
す

ぎ
な

い
。

こ
れ

は
や

は
り

舅

の
こ
と
が
関

係
し

て

い
る

の
で
あ

ろ
う
。(21
)

三

③

54
上

方
板

洒
落
本

に
特
有

の
敬

語
法

「
動

詞
連

用
形

+
テ

+
指

定
辞

」

(
以

下

〔
テ
指
定

〕

と
略
記

)
は

、
洒
落

本
類

で

は
③

1

.
③

2

で
述

べ

た

〔
シ
ヤ

ル
〕

〔
ン
ス
〕

と
は
逆

に
時

代

が
下
る

に
従

い
使

用
頻
度

が
高

く

な
る

傾
向

に
あ

る
。

ま

た
、
主

に
遊

里
関
係

の
女
性

に
よ

っ
て
用

い
ら

れ
る

と

い
う

点

で
は
、
③

4

で
述

べ
た

二

段
化

)

と
類

似

の
傾
向

を
も

つ
が
、

一
般

へ
の
勢

力

の
伸

ば
し
方

が
相
対

的

に

呂
テ
指
定

〕

が
ま

さ

っ

て

い
る
様

に
思
わ

れ

る
。

三

③
凹
以

上

54
で
述

べ
た

こ
と
か

ら
予
想

さ

れ
る
形

が
近
畿

方
言

で
の
分

布

に
認

め
ら

れ
る
。

具
体
的

に
言

え
ば
、

〔
シ
ヤ

ル
〕

〔
ン
ス
〕
よ
り

も

近
畿

中
央

部

に
近
く
幅

広

い
分
布

を
示
し

て

い
る

(
大
阪

に
か
す

励

℃
認

め

ら
れ

、
丹

波

・
丹

後

・
丹

馬

・
神

戸

・
西
播
磨

・
福
井

県

の

一
部

)。

三
③

倒

「
ナ

サ

ル
系

」

と
し

て
掲

げ
た

用
法

と
は

、
辞

と
し

て

の

「
ナ
サ

レ

ル
」
・
「
ナ

サ

ル
」

と
自

立
語

の
そ
れ

と
を
意

味
す

る

(
以

下

〔
ナ
サ

ル
〕

と
略
記

)。
洒
落

本
類

で
最

も
幅
広

く

一
般
的

に
用

い
ら

れ

て

い
る
敬

語

辞

と
し

て

こ
の

〔
ナ

サ

ル
〕

が
あ
げ

ら

れ
る
。

こ
れ

納
磁

め
ら

れ
な

い

洒
落
本

と
し

て
は

〔
壮女

〕

・

〔
新
月

〕

が
あ

る

に
す

ぎ
な

い
。

そ

れ
程

に

一
般

的

で
あ

る
。

三
③

銘
近

畿
中

央
部

で
勢
力

を
持

つ
敬
語

辞

が

(
ナ

サ

ル
〕

で
あ

る
。
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以
上

の
如

き
洒
落

本

と
近
畿
方

言

と

の
関

連

の
具
合

か
ら
し

て
、

二
の

D

の

「
上
方

板
洒
落

本

は
概

ね
当
時

の
上
方

語
を
忠

実

に
反
映
し
て

い
る
」

と

い
う

結
論

に
達

し
た

わ
け

で
あ
る
。

四
で
は

う
リ
②

③

に
関

し

て

述

べ

る
。

四

こ
こ

で
は
、

二

②

で

述

べ

た

「
大
坂

板
洒

落
本

に
比
し

て
京
都

板

の

そ

れ
に
、
近

世
後

期
上

方
語

資
料

と
し

て
用

い
る

の
に
注

意
を
要

す

る
作

品

が
多

い
」

と

い
う

こ
と

と

二
③

で
述

べ
た

「
上
方
板

郭
中

奇
諌

」
の
成

立

時

期

と

い
う

点

と
を
中

心

に
考
え

て

い
く
。

以

下

に
、

い
く

つ
か
の
項
目

が
並

ぶ
が

そ

の
全

体

か
ら
前

述

の
結

論

を
導
く

つ
も

り

で
あ

る
。

四
①

洒
落

本
類

で
は

〔
シ
ヤ

ル
〕

の
分
布

は
表

で
も

判

る
よ
う

に
か
な

り
衰

退
傾
向

に
あ

る

が
、
そ

れ

に
も
か

か
わ
ら
ず

残
存

し

て

い
る

の
は
宝

暦

期

の
作

品
類

で
あ

っ
た
。

そ

の
考
察

の
際
、

考
慮
外

に
お
け

る
も

の
と

し

て

〔
色
〕

と

〈
妻
〉

と

の
用
例

が
あ

げ
ら

れ
る
。
(傍

点

は
筆
者

注

)

ふ
た

り

め
い

あ
ん
な
い

、

、

e
圃

イ
ヤ
。
つ
れ

が
二
人
今

に
く

る
か

ら
。

参

つ
た
ら

こ
れ

へ
案

中
さ

つ

し

や

れ

(侍
客
↓
む
し
湯
の
中
居

=
「↓
」
は
敬
意
の
方
向
。
以
下
同
じ
。)

f

治
奥

に
居

さ

つ
し
や

り
ま
す

(江
戸
の
番
頭
↓
他

=
聞
手
以
外
へ
の
敬
意
)

9
夜
昼

な
し

に
酒

ば

か
り
呑

て
か

ね

ハ
湯

水
と
遣

ひ
捨

江
戸

に

い
さ

つ

し

や

る
時
も

し
ら

ぬ
所

へ
来

て

い
る
時
も

お
な

じ
心

で
ご
ざ

っ
て

ハ
さ

り
と

ハ
つ
ま

ら

ぬ

(江
戸
の
番
頭
↓
他
)

〔色

〕

の
用

例

は

e

一
例

で
、
そ

の
話
者

は
、

「
柳
助

が
国

か
ら

の
付

人
」

と

注
さ

れ
て

い
る

人
物

で
、
そ

の
柳
助

は
遠

国
よ

り

の
遊

客

で
あ

り

当

然
、

付
人

も
遠
国

の
客

で
あ

る
。

そ

の
遠

国

に

つ
い
て
具
体

的
な

地
域

名

は
作

品
中

認
め

ら
れ

な

い
が
、

こ

の
人
物

め
言

語

に
江
戸
弁

的
特
徴

が

多

々
認

め

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

〈
妻

〉

の
例

は

f

・
9
二
例

で
と

も

に
話

者
は

「薦
諜

鑑

の
磯

な
る
者
」
の
供
と
し
て
従
っ
て
い
る
人
物
で

明
ら

か

に
江
戸
者

で
あ

っ
た
。

こ
の

こ
と

は
江
戸

板

洒
落
本

に

〔
シ

ヤ

ル
〕

が

一
般

的

で
あ

る
点

に
呼
応

し

て
お
り
、

除
外

し
て

考

え

る

べ

き

も

の

で
あ

る
。

こ
の
特

異
な

例
を

除
外
し

た
場

合
、
前

述

し
た
如

く

に
な

る
。

四
④

1
宝

暦
以
前

に
は
、
前

代

の
影
響
を
う

け

て
ま

だ
あ

る
程
度

用

い
ら

れ

て

い
た
で
あ

ろ
う
。

そ

の
根

拠

と
し

て
は
、
宝

暦
期

の
酒
落

本

に
は

ほ
と

ん
ど

〔
シ
ヤ

ル
〕

が
認

め
ら

れ

る

こ
と

と
、

〈
原
〉

に
か
な

り
多

く
認

め
ら

れ
る

こ
と

と
が

あ
げ

ら

れ
る
。

後
者

に

つ

い
て
は
詳
述

の
必
要

が
あ

ろ
う
。

つ
ま
り

、

〈

原
〉

は
古

典

文
庫

の
中
村
氏

解
説

な

ど
に
よ

れ
ば
遊

女
評

判
記

「
難
波
鉦

」

(
延
宝

八
年

)

(以

下

〈鉦

〉

と
略
記

)

の
影
響
抄

出

と

い
う

べ
き

も

の

で
、
言

語
現
象

に
関

し

て
当
世
風

(
〈
原
〉
成

立

の
宝
暦

頃

)

の
改

訂

が

認

め
ら

れ
る
。

〈鉦

〉

と

〈
原

〉
と

の
対
照

は
部

分
的

に
真
下

三
郎

氏

に

よ

っ
て
為
さ

れ

た
が
、

二
書

の
共
通
部

分
を

比
較

対
照

し
た

と

こ
ろ
〈
原
〉

の

《
シ
ヤ

ル
》

六
例

中

五
例

が

〈
鉦

〉
か
ら

の
ひ
き
写

し

で
あ

り
残

り

一

例

は
次

の
用
例

の
如
く

<
原

〉
で

〔
シ

ヤ

ル
〕

が
添
加

さ
れ
た
形

で
あ
る
。

h

お

と

こ
が

み
な
く

の

い
た
ら

よ

い
か
ほ

で

ご
ざ

ろ

〈
鉦

〉

・-
佳
賓

か

み
な

の
か
し
や

つ
た
ら

よ

い
か

ほ
で

ご
ざ
ろ

〈
原

〉

こ
の
様
子

か
ら
す

れ

ば
、

〈
原
〉
成

立

の
宝

暦
頃

に
あ

っ
て
も
、
あ

る

程

度

の

〔
シ
ヤ

ル
〕

が
使

用
さ

れ

て
も

不
自

然

で
な

か

っ
た

こ
と
を
意

味

し

は
す

ま

い
か
。

そ

こ
で
そ

の
結
論
①

1
の

「
宝

暦
期

ま

で
く

ら

い

〔
シ
ヤ

ル
〕
が

用

い
ら

れ

る
傾

向

に
あ

っ
た
」
と

す

る

と
、
そ
れ
以
後

に
成

立
し

た

作

品

で

〔
シ
ヤ

ル
〕

が
認

め
ら

れ
る
点

は
如

何

に
。

〈
筋
〉

.

〈う

〉

.

〈
身

〉

・

〈
掃
〉

に
認

め
ら
れ

る
例

が
そ
れ

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
も

の
は

一26一



換

言
す

る

と
次

の
如

く

い
え
る

も

の
か
も

し
れ
な

い
。

四
①

2

〔
シ

ヤ

ル
〕

に
関

し

て
は
、
前

述

の
四
作

品

は
特
異

な
作

品
群

と

い
え

る
も

の
か

も
し

れ
な

い
。

た

だ
し

、
そ

の
う

ち

い
く

つ
か
に

つ
い
て
は
、
解

釈

可
能

の
点

が
あ

る
。

ま

ず

、

〈
掃
〉

は
文
化

の
作

品

で
あ

る
が
、

こ
れ

で
認

め
ら

れ
る

〔
シ

ヤ

ル
〕

は
次

に
示
す

様
な

例

で
あ

る
。

・彪

錨
矯

へ
う
つ
る
や
い
な
舞

が
よ
い
こ
と
暴

そ
ふ
と
褻

鑑

て

,¥

つ
ぶ

お
も
の
し

っ
け

い

・

来

た
翅

の
潰
し

に
出

た
御
物

師

を
附

て

お
か
れ

も

の
の
言
も

な
を

し
か

け

「
そ

ふ
遊

ば

せ
斯

ふ
あ

ら
し

や
れ

」

と
朝

の
間
に
菊

僥
る

や
う

に
す

る
わ

へ
…

…

(客
ー
遊
女
の
会
話
中
の
引
用
文

「

」
は
筆
者
の
付
記
〉

つ
ま

り
、

身
請

け
さ

れ

た
遊
女

に
上

品
な

言
葉

遣

い
を
指
導

す

る
立
場

の

人
物

の
用

い
た
語

で
、

そ

の
点

か
ら

「上

品
な

語
ー

少
し
古

め

か
し

い
語
」

と

い
う

意

識

に
よ
る
作

者

の
工
夫

と
考
え

る

こ
と
も

で
き

そ
う

で
あ

る
。

次

に

〈
う

〉

の

〔
シ
ヤ

ル
〕

に

つ
い
て
、

こ
れ

は
、
他

の
現
象

で
江
戸

板

洒
落
本

的

用
法

が
認

め
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
江
戸

板

で
よ
く

用

い
ら
れ

る

〔
シ
ヤ

ル
〕
と
同

じ
性

質

の
も

の
か

と
も
考

え
得

る

の
で
あ

る
。

〈
筋

〉

の

一
例

は

「
客
「
客

」

の
会

話
中

に

用

い
ら

れ

て

い
る

点

で
あ

る

い
は
島

田
氏

の

「

〔
シ
ヤ

ル
〕
は
遊

里

の
み
早

く
衰

え

た
が

一
般

語

と

し

て
は
安
永

期
以

後
も

用

い
ら

れ
た
」

と

い
う
説

の
証

拠

に
な

り

そ
う

で

あ

る

が
、
あ

ま
り

に
例

が
少

な

い
と

い
う

点

が
欠

点

で
あ
る
。

四
ω

3

〔
奇
上
方
〕
の
年

代

の
推
定

の
手

掛
り

と
し

て
、

こ
の

〔
シ
ヤ

ル
〕

が
利
用

で
き

そ
う

で
あ

る
。

こ
れ
を

「
奇
江
」
と
比

較
対

照
す

る
と

〔
シ
ヤ

ル
〕

は
両
作

品
間

で
改

変

は
な

か

っ
た
。

こ
れ

は
二
書

の
先
後

関
係

を
抜

き

に
し

て
も

〔
奇
上
方
〕
の
成

立
時

期

に
は

〔
シ

ヤ

ル
〕

の
使

用
が

そ
れ

ほ

ど
奇

異

で
な

か

っ
た
か

と
思

わ
れ

る
。

と
す

れ
ば

①

1
で

の
結

論

か
ら
し

て

〔
奇
上
方
〕
を
宝
暦

期

に
近

い
頃

の
作

品

と
す

る

の
が
穏
当

で
あ

ろ
う
。

四
②

1

〔
ン

ス
〕

の
分
布

は

六

の
表

か
ら
も

判

る
如
く

天

明
期
以
前

の
作

品

に
主

に
認

め
ら

れ
る
。

四
②

2
そ

の
立

場

で
考
え

る
と
次

の
洒

落
本

が
特

異
な

も

の
と
思
わ
れ
る
。

〔南

〕

・

〈
身

〉

・

〈
嘘

〉

・

〈
妻
〉

・

〈
掃

〉
。

し

か
し

、

こ
れ
も

明
ら

か
に
説

明

の

で
き

そ
う

な
も

の
が
あ

る
。

四
②

3

〈
嘘
v

・

〈妻

〉

の

〔
ン
ス
〕

は
、
使

用
者

・
場

面

の
特
殊

性
と

い
う

こ
と
で
説

明

で
き

そ
う

で
あ

る
。

k

一困

囲

エ
・
か

わ
ら
屋

橋
ま

で
は
し

ら

さ
ん

せ

い
の

(
〈嘘
〉
水
主
↓
客
)

1

圓
閣

回

ヲ
ィ
と
も

の
ひ
か
し

や
ま

に
な

る
け
し

て
や

ら

ん
せ

い

(
〈嘘
〉

船
頭
↓
歌
〉

m
そ
り

や
何

い

ハ
ん
す

五
郎

八

さ
ん
引

(
〈妻
〉

魚
屋
ー
江
戸
者
)

n
前

述

d

盃

さ

い
て
や

ら
ん

せ

い
の
ふ

(

同

右

)

k

.
1
は
特

殊
な

人
物

に
認

め
ら

れ
る
例

で
、

m

・
n
は

い
ず

れ
も
歌
舞

伎

口
調

で
古

形

の
現
れ

や
す

い
場
面

で
あ

っ
た
。

又

、

〔
南

〕

で
は
、

〔
ン
ス
〕
七
例

全

て
が

一
定
状

況

の
下

で

一
人

の

人
物

の
み

が
用

い
る
と

い
う

点

で
特
殊

で
あ

っ
た
。

い
が

な

る
状

況
か

は

〔
南
〕

の
文
章

を

引
用
す

る

の
が
早
道

で
あ

ろ
う
。

こ
つ
ち

か
ね
ば
こ

こん
や
こ
・

あ
ひ
ね
ま

o
此

方

の
金

箱

と

画
甑

ハ
紅
ノ
還

や
わ

へ
…
・.・今

夜
畏

で
の
相
寡

間

と

ハ
思

ひ
が
け

な

い
非

雅

が
顔
を
先

に
チ
ョ
ッ
ト
見

た
時

…
…

お
ま

へ
に
な

ん
に
籍

な
箔

謬

さ
鉢
今
耀

が
来
て
脇
る
を
比
蕊
鳩
顔
で
早
速

出

た
並

木

五
瓶

一
夜
漬

の
浅

い
思
案

も
金

を
操
出

す
道

具
立

(芸
子
⊥
里
八)

こ

の
例

は
、

芸
子

と
情
夫

と
が
客

を

だ
ま
す

た

め
に
打

っ
た
大

芝
居

で
、

〔
ン
ス
〕

の
発
話
者

は

い
や
が

る
芸
子

を
無

理

に
口
説

こ
う

と
す

る
野
暮

に
扮

し

た
情
夫

で
あ

る
。

そ

の
点

か
ら

、
前

も

っ
て
読
者

に
そ

れ

が
芝

居
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で
あ

る

こ
と
を

暗
示
す

る
手

法

と
し

て
用

い
ら
れ

た
も

の
と
考

え
ら

れ
そ

う

で
あ

る
。

と
す

れ
ば
、

大
時

代
的

な

用
語

を
用

い
読
者

の
目

を

ひ
く

の

は
、

ご
く

一
般

的
な

手
法

と
考

え
ら

れ
る

の
で
あ

る
。

四
③

1

〔
ナ

ン
ス
〕
に

つ
い
て
も

六
表

に
よ
れ

ば
宝
暦

期

の
大

坂
板

に
限

っ
て
認

め
ら

れ
る

現
象

の
よ
う

で
あ

る
。

さ
ら

に
言
う

な
ら

江
戸

板
洒
落

本

に
認

め
ら

れ
る

そ
れ

よ
り

、
は

る
か

に
遊

里
語

的
と
思

わ

れ
る
。

四
③

2
成
立
未

詳

の

〔奇
上
方
〕
に

こ

の

〔
ナ

ン

ス
〕

が
認

め
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
③

1
を
考
慮

す

る

と
や
は

り
、

〔
奇
上
方
〕
は

宝
暦
期

の
も

の
か
と

思

い
た
く
な

る
。五

四
に
於

け

る
諸

点

か
ら

、

二
②

、

二
③

で
述

べ
た
如
き

結
論

が
得

ら
れ

た
。

再
度

そ

れ
を
ま

と

め
な

お
し

て
み
る

と
次

の
如

く

な
る
。

五
①

「
身
体

山
吹
色

」

は
寛

政
期

の
作
品

で
あ

る
が

、

三
②

1

c
や

四

①

2
や

四
②

2
な

ど
か
ら

考
え

る

批
)か
な

り
以
前

の
時

期

の
文

体

の
作
品

と
考
え

る

べ
き
も

の

の
よ
う

で
あ

る
。

五
②

「
當

世
廓
中

掃
除

」
も

、
文

化
期

の
作

品
な

が
ら
、

四
②

2
や
、

こ

の
作

品

が
粋
談
義

で
あ

る
点

な

ど
か

ら
、
前

①

の

「
身
体

山
吹
色

」

と

同
傾
向

を
持

つ
よ
う

で
あ

る
。

五
③

「う

か

れ
草
紙

」
は

四
①

2
や

注
二
七

か
ら

、
江
戸

板

の
影
響

を

受
け

て

い
る
よ
う

で
あ

る
。

五
④

「郭

中
奇

諌
」

上
方

板

は
、

四
①

3
や

四
③

1
な

ど
か
ら

、
江

戸

板

「
郭
中

奇
諌

」
と

の
先
後

を

ひ
と
ま
ず

別

に
し

て
も
、

江
戸
板

の
成

立

期

と
隔

り

の
な

い
宝
暦

明
和

期

に
成

っ
た
も

の
と
考

え
ら

れ
よ
う
。

占
ノ、

 

こ

こ
で
は
、
前

章
ま

で

に
用

い
ら
れ

た
敬
語

辞

及
び
下

二
段

・
上

二
段

活
用

動
詞

と
下

一
段

・
上

一
段
活

用
動

詞
と

の
使

用
延

べ
語
数

を
洒
落

本

別

に
表

と
し

て
示
す

こ
と

と
す

る
。

見

出
し
語

は

、
敬
語

辞

に
関
し

て
は

略
記

し

た
も

の
と
同

じ
方
法

で
、
二
段

活
用

動
詞

と

一
段

活

用
動
詞

と

に

関
し

て

は
、
下

二
段

・
上

二
段
、
下

一
段

・
上

一
段

と
し

て
示
す

こ
と

に
す

る
。

ま

た
敬
語

辞

に

つ

い
て
は

、
引

用
文
中

の
も

の
は
発
話
者

を

明
確

に

す

る
た

め

に
説

明

が
必
要

な

た
め
、
こ

こ
で
は
紙
数

の
関

係
上

省
略
す

る
。

①

〔清
〕

シ
ヤ
ル

ナ
サ
ル

ナ

ン
ス

ン
ス

テ
指
定

下
二
段

下

一
段

上

一
段

男

4

女

1

男

16

女

5

女

2

男

1

女

2

男

1

女

1

地

9
男
6

女
1

地
6

男
2

男
1

表
②

〔月
〕

ナ
サ
ル

ナ
ン
ス
ン
ス

テ
指
定

下
二
段

下

一
段

③

〔陽
〕

シ
ヤ
ル

ナ
サ
ル

ナ

ン
ス

ン
ス

男

2

女

4

女

25

女

2

女

1

地

1

地

1

男

1

女

1
男
2

男
1

女
1

女
26

女

4

テ
指
定

下
二
段

下

一
段

④

〔妊
〕

シ
ヤ
ル

ナ
ン
ス
ン
ス

テ
指
定

下
二
段

下

一
段

上

一
段

女

1

男

1

地

4

男

-

女

3

女

1

女

24

女

9

女

1

女

2

女

4
女
1

⑤

〔新
月
〕

ナ

ン
ス

男
1

ナ

ン
ス

ン
ス

テ
指
定

下
二
段

下

一
段

⑤

〔聖
〕

シ
ヤ
ル

ナ
サ
ル

ナ

ン
ス

ン
ス

女

23

男

4

女

6

男

1

女

1

地

2

女

1

地

3

女

1
男
1

男
2

女
9

男
2

女
6

女

1
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テ
指
定

下
二
段

下

一
段

⑦

〔短
)

ナ
サ
ル

ン
ス

テ
指
定

一
段
化

下
二
段

下

一
段

上

一
段

⑧

〔通
〕

ナ
サ
ル

一
段
化

下
二
段

男

-

女

3

地

5

男

3

地

2

男

2

女

2

男
7

女
16

男
2

男
1

女
4

男
2

女
2

地
2

地
4

男
1

女

4

地

1

男

1

男

1

女

1

男

1

地

1

下
二
段

下

一
段

上

一
段

⑨

〔筋
〕

シ
ヤ
ル

ナ
サ
ル

テ
指
定

一
段
化

下
二
段

下

一
段

上
二
段

α①

〔+
〕

ナ
サ
ル

テ
指
定

一
段
化

下
二
段

下

一
段

男

-

地

1

男

6

男

3

男

1

男

4

女

22

男

4

女

6

男

1

女

2

地
1

地
21

男
-

女

2

地

1

女

25

男

4

女

8

男

1

女

-

地

8

地

13

男

7

下

一
段

上

一
段

op

〔南
〕

ナ
サ
ル
ン
ス

テ
指
定

一
段
化

下
二
段

下

一
段

上
二
段

上

一
段

㎝

〔色
〕

シ
ヤ
ル

ナ
サ
ル

テ
指
定

一
段
化

下
二
段

女
5

地
5

女
1

女

59

男

7

男

1

女

30

男

2

女

13

地

5

男

2

女
2

地
1

男
10

女

9

地

2

地

1

女

1
男
1

男
13

女

糾

女

12

女

4

地

34

下
二
段

下

一
段

上
二
段

上

一
段

男

2

地

7

男

8

女

3

地

1

地

3

男

1

㎝

〔蜆
〕

ナ
サ
ル

男
5

女
13

テ
指
定

男
1

女
14

一
段
化

男
1

女
2

下
二
段

下

一
段

上

一
段

地

3

地

7

男

11

女

7

男

1

oo

〔奇

上
方
〕

シ
ヤ
ル

ナ
サ
ル

ナ
ン
ス

テ
指
定

下
二
段

女

1

男

2

女

1

女

10

女

4

地

2

下

一
段

地
5

男
2

女
7

①

〈原
〉

シ
ヤ
ル

ナ
サ

ル
ン
ス

一
段
化

下
二
段

下

一
段

②

〈風
V

ナ
サ
ル

ン
ス

テ
指
定

一
段
化

下
二
段

下

一
段

上

一
段

女

6

女

1

女

6

男

1

女

3

男

2

女

4

男

3

女

1

男

1

女

6

男

1

女

10

女

12

男

1

女

1

地

6

女
6

地
-

男
2

上

一
段

女
1

③

〈う
v

シ
ヤ
ル

ナ
サ
ル

テ
指
定

下
二
段

下

一
段

上

一
段

④

〈阿
〉

ナ
サ
ル

テ
指
定

一
段
化

下
二
段

下

一
段

上

一
段

女

1

男

9

女

15

女

3

地

5

地

7

男

4

女

4

男

1
男
2

女
3

女
2

女
3

地
5

女
2

地
9

男
7

女
6

地
2

⑤

〈身

〉

シ
ヤ

ル

男

25

女

23

ナ
サ
ル

ン
ス

テ
指
定

下
二
段

下

一
段

上

一
段

⑥

(嘘
V

ナ
サ
ル

ン
ス

テ
指
定

一
段
化

下
二
段

下

一
段

上

一
段

男

2

女

2

男
2

女
2

女
3

地
4

男
3

地
9

男
23

女

7

地

3

男

4

男

3

女

10

男

2

男

2

女

13

男

1

女
14

地
7

女
1

地
29

男

12

女

5

地

1

⑦

〈妻
v

シ
ヤ
ル

ナ
サ
ル

ン
ス

テ
指
定

一
段
化

下
二
段

下

一
段

上
二
段

上

一
段

⑧

(廓
V

ナ
サ
ル
ン
ス

下
二
段

下

一
段

上
二
段

男

2

男

9

女
4

男
2

女
9

男
3

女

16
地
5

男
1

女

2

地

9

男

14

女

9

地

2

地

1

男

1

女

45

男

9

地

6

男
11

女
1

地
1

男
32

女
10

男
2
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上

一
段

男
5

⑨

〈箱
〉

ナ
サ

ル

男
4

注

ナ
サ
ル

テ
指
定

一
段
化

女

9

男

2

女

39

男

2

一
段
化

女

22

下
二
段

地

14

下

一
段

地

51

男

15

上

段

女

11

地

4

男

1

女

6

文
運
東
漸
の
頃
を
境
と
し
た
宝
暦
頃

(
一
七
五
○
年
代
)
か
ら
幕
末

(
一
八
六
○
年
代
)
に

か
け
て
の
一
○
○
年
余
を
近
世
後
期
と
す
る
。

古
く
は
、
真
下
三
郎
氏

(
「方
言
」
3
の
10

・

「国
語
と
国
文
学
」
15
の
10
等
)
島

田
勇
雄

氏

(
「国
語
と
国
文
学
」
36
の
10

・
「国
文
学
」
11
の
8
等
〉
前
田
勇
氏

(
「大
阪
弁
の
研

究
」
朝
日
新
聞
社
刊
等
)
奥
村
三
雄
氏

(
「近
畿
方
言
」
10

・

「国
語
国
文
」
35
の
5

.
「

岐
阜
大
研
究
報
告
」
13

・
14

・
15
等
)

な
ど
の
研
究
が
あ
り
、
最
近
で
は
、
岸
田
浩
子
氏

(
「国
語
国
文
」
43
の
3
)
坪
井
美
樹
氏

(国
語
学
会
昭
和
五
十
年
春
の
発
表
)
な
ど
が
近

世
後
期
の
上
方
語
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
他
に
山
崎
久
之
氏
の

「国
語
待
遇
表
現
体
系

の
研
究
」

の
如
き
大
著
も
存
す
る
。
以
上
程
度
で
他
は
全
て
江
戸
語
で
あ
る
。

江
戸
板
洒
落
本
に
つ
い
て
は
、
池
上
秋
彦
氏
に

「桐
朋
女
子
学
園
紀
要
6
」
論
文
の
如
き
論

究
が
存
す
。

原
板
本
の
所
在
と
略
号
は
次
の
如
し
。

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本

の
マ
イ
ク

ロ
フ
イ
ル
ム
…
…
板
大

中
野
三
敏
氏
所
有
写
真

(東
大
霞
亭
文
庫
本
)
…
…
板
東

中
野
三
敏
氏
蔵
本

板
中

中
野
三
敏
氏
所
有
複
写

(野
間
光
辰
氏
蔵
本
)
…
…
板
野

阪
大
忍
頂
寺
文
庫
蔵
本

板
阪

中
村
幸
彦
氏
の

「近
世
小
説
史
の
研
究
」

(
ぺ
㎜
)
等
に
よ
れ
ば
上
方
板

「郭
中
奇
諏
」
は

仮
題

「閏
中
奇
諌
」
と
も

い
わ
れ
、
明
和
六
年
江
戸
板

「郭
中
奇
課
」
の
改
窺
板
と
考
ら
れ

れ
て
い
る
。

〈掃
v
は
大
坂
板
か
京
都
板
か
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
内
容
か
ら
京
都
板
と
判
断
し
た
。

実
際
に
近
畿
方
言
の
調
査
を
す
る
機
会
も
な
く
、
次
の
二
書
を
参
考
に
し
た
。

「近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
」

(以
下

〔近
〕
と
略
記
)

「方
言
講
座
三
西
部
方
言
」

(以
下

(方
〕
と
略
記
)

他
の
上
方
板
洒
落
本
に
比
し
て
敬
語
辞

「
レ
ル
」

の
用
例
が
多

い
。
こ
れ
は
遊
客
が
唐

.
天

竺
の
聖
人
で
あ
る
た
め
の
特
殊
用
法
か
と
考
え
ら
れ
る
。

奥
村
氏

「国
語
国
文
35
の
5
」
論
文
の
規
定
に
従
う
。

江
戸
板
洒
落
本
に
あ

っ
て
も
同
様
の
結
果
の
得
ら
れ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

〔近
〕
ぺ
31

・
謝

・
謝
～
謝

・
粥

〔方
〕
ぺ
14

・
鵬
ー
鵬

・
獅
参
照
。

奥
州
託
の
侍
に
使
用
さ
せ
て
い
る
か
ら
は
所
謂
、
当
時

の
京
都
人
に
は
サ
行
四
段
動
詞
イ
音

便
が
奇
異
に
聞
え
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
が
、

一
方
、
奥
州
詑
の
侍
の
話
の
中
で
理
解
困

難
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
用
例
b
の

「し
こ
た
ま
ご
た
ん
」
に
つ
い
て
の

「ぎ
や
う
さ
ん
」

の
如
く
左
側
に
小
字
の
説
明
が
加
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
行
イ
音
便
に
つ
い
て
は

何
ら
注
記
が
な

い
。

こ
れ
は
、
京
都
人
に
と
り
使
用
は
し
な
く
と
も
理
解
は
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
歌
舞
伎
の
ロ
調
だ
け
に
他
の
例
よ
り
も
特
殊
な
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔近
〕
ぺ
m

・
皿

・
鵬

・
旙

・
謝

・
姐

(方
〕
ぺ
鵬
～
m

・
塒

・
削

.
麗

・
劉
参
照
。

〔近
〕
ぺ
皿
・
㎜

・
鵬
ー
鵬
参
照
。

江
戸
板
酒
落
本
に
は

「動
詞
連
用
形
+
ン
ス
」
の
用
法
が
あ
り
上
方
板
と
対
照
的
で
あ
る
。

〔近
〕
ぺ
41

・
m

・
柳

・
劉
・
謝
参
照
。

遊
女

・
中
居

・
な
ど
の
他
に
遊
女
芸
子
の
情
夫
を
も
含
ん
で
考
え
る
。

奥
村
三
雄
氏

「岐
阜
大
学
研
究
報
告

(人
文
科
学
〉
13
」
論
文
参
照
。

〔近
〕
ぺ
踊
、
奥
村
氏
注
9
論
文
ぺ
期
、都
竹
通
年
雄
氏

「近
代
語
研
究
第
一'

論
文
参
照
。

例
外
的
に
、
江
戸
板
酒
落
本

「遊
子
方
言
」
に

一
例

(茶
屋
女
房
↓
客

〉
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
の
作
品
は
か
な
り
上
方
板
酒
落
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

〔近
〕
ぺ
52

・
蹴

・
柵
ー
㎝

・
鵬
参
照
。

こ
の
作
品
は
、
遊
里
関
係
の
人
物
の
み
が
登
場
す
る
も
の
で
、
客
と
い
っ
た
改
ま

っ
た
敬
語

を
要
す
る
人
物
が
登
場
せ
ぬ
た
め
、

〔ナ
サ

ル
〕
を
用
い
る
必
要
が
な
か

っ
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。

一
般
的
で
あ
る
が
た
め
に
、

「ナ

ハ
ル
」

・

「ナ
ァ
ル
」

・
「ナ
ル
」
等
の
変
化
形
も
多
く
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存
す
。

〔近
〕
ぺ
41

・
蜘

・
謝
参
照
。

「遊
里
語
の
研
究
」

(三
省
堂
)
ぺ
鵬
ー
囎
参
照
。

ち
な
み
に
該
当
部
分
で
の

(鉦
〉
の

〔シ
ヤ
ル
〕
七
例
中
五
例
が

〈原
〉
に
そ
の
ま
ま
使
用

さ
れ
、

「シ
ヤ
ン
ス
」

・
「削
除
」
が
各

一
例
で
あ
る
。

丁
寧
語

「
マ
ス
」
の
用
法
で
江
戸
板
酒
落
本
に
認
め
ら
れ
上
方
板
の
そ
れ
に
認
あ
ら
れ
な
い

用
法
に

「
マ
シ
」
形
の
命
令
表
現
が
あ
る
が
、

〈う
〉
で
は
そ
の
用
法
が

一
例
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

島
田
氏

「国
語
国
文
36
の
10
」
論
文
参
照
。

注
9
論
文
で
奥
村
氏
も
類
似

の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

〈妻
〉
に
つ
い
て
は
注
9
論
文
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
が
そ
の
特
殊
性
を
、
話
者
の
特
異

性
と
し
て
い
る
点
、
歌
舞
伎
口
調
の
点
も
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

用
例

o
と
し
て
示
し
た
部
分
は
、
客
が
二
人
の
や
り
と
り
を
聞
き
安
心
し
て
帰
っ
た
後
の
芸

子
と
情
夫
と
の
会
話
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
口
論
の
場
で
は
、

一
往
読
者
も
本
当
の
口
論
と

考
え
て
読
む
筈
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

山
崎
久
之
氏

「国
語
待
遇
表
現
体
系
の
研
究
」
ぺ
㎝
ー
㎝
に
よ
れ
ば
、
京
都
で
も
使
用
さ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

奥
村
氏
は
注
9
論
文
等
で
、
こ
の
作
品
を
八
文
字
屋
本
的
と
述
べ
て
い
る
。

「31一

 

以
上

は

、
昭
和

四
十

九
年

十

一
月

一
五

日
愛
知

教
育

大
学

の
日
本

方

言

研
究
会

で

の
発
表

を
も

と

に
書

き

改

め
た
も

の
で
あ

る
・


